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有効加硫方式 (7)

無硫黄加硫剤（サルファードナー）について

無硫黄加硫剤（サルファードナー）にはバルノックRの ノクセラーMDBからの活性硫黄をノクセラーMSAがア

ほかに，ノクセラーMDB,ノクセラーTTなどが市販さ クセフ゜卜するためと推定される．

れている．

バルノックRやノクセラーMD

Bに各種加硫促進剤を併用する無

硫黄加硫では，加硫促進剤として

ノクセラーTS, ノクセラーTTを

併用した加硫系が，スコーチ性も

少なく，高温短時間加硫に適した

加硫系である．

表 1 ムーニースコーチとキュラストメーターによる90%加硫時間

今回はバルノックR,)クセラ

-MDB, ノクセラーTTに硫黄を

添加せず，各種の塩基性，酸性促

進剤を併用して，同一配合，同一

条件で，通常の加硫系であるノク

セラーDMI phr, 硫黄 2.5phrの

加硫系と：スコーチ特性，キュラ

ストメーターによる特性を比較し

た．

表 I,図 lにこの結果を示す．

ノクセラーMDB単独はスコー

チタイムと高温における加硫時間

の両方が遅すぎる傾向があるが，

ノクセラーMDBに， ノクセラー

M, ノクセラ --DM, ノクセラー

MSA, バルノックRを併用した

ものは，いずれも高温における加

硫時間がノクセラーMDB単独よ

り遅いまた，ノクセラー MDB

にノクセラーM,ノクセラーDM,

バルノックRを併用したものは，

スコーチタイムをわずかに早めて

いるが， ノクセラーMDBにノク

セラー MSAを併用したものは反

対にスコーチタイムを遅らせてい

る．この場合の加硫のおくれは m
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試 料
（数字は配合量 Phr)
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ムーニースコーチ ML-1 130℃ 
キュフスト
メーター

Vmin. I t, I t 36 t△ 30 
180℃ 
t9。

10.2 341 4811 44'4411 9'56" 3'40" 

II. 0 8'08" II'43" 31 3511 I'30',. 

12.0 11'58" 16'32" が 34"I l 1 3011 

8.0 221 2811 I 28'2811 61 0011 3'20" 

7.5 26'5011 33'06" 61 !611 3'1011 

10.0 12'10" 19'22" 7'12" 2'10" 

9.0 30'20" 391 2511 9'0511 3'50" 

9.0 31'05" 40'13" 91 0811 が 30"

8.0 46'30" 56'00" 9'30" 4'40" 

9.2 19'5511 23'4511 3'5011 2'10" 

9. 7 15'2811 20'1311 4'45" I'5011 

8.5 29'15" 35'35" 61 2011 4'10" 
I 

9.3 8'25" 11'32" 3'07" I'3011 

8.9 8'3911 II'32" 2'5311 !'30" 

13.3 3'5511 71 32" 3'3711 I'20" 

9, 7' 11'07" 14'48" 31 4111 I'40" 

9.0 11'1911 15'14" 3'55" l'40" 

8.8 131 0711 16'09" 3'0211 I'50" 

9.8 9'34" 13'31" 31 5711 2'0011 

9.0 7'56" 11'24" 31 2811 l'20" 

9.1 9'28" 13'0911 3'4111 I'3011 

6.2 38'35" I 47'42" 91 0711 2'30" 

7.5 42'1511 52'44" 10'29" 2'50" 

8.3 23'35" 32'46" 9'11" l 1 5011 

8.0 23'2011 28'2611 5'0611 2'30" 

7.7 32'0011 381 0511 61 0511 31 2011 

7. I 42'4511 50'14" 71 2911 3'40" 

8.3 181 0211 21'37" 3'3511 I'5011 

7. 7 13'3511 18'2711 4'52" I'4011 

7.7 37'55" 441 40" 61 4511 31 1011 
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図1

キュラストメーター90%加硫時間（分）

130℃におけるムーニースコーチ t_6の値と 180℃におけるキュラストメーターの

90%加硫時間の関係.(RSS#l 100, 亜鉛華 5, ステアリン酸 3,HAFプラック

40, ノクラック2241, ノクラック MB1,) 
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